
〈写真・菊地信夫〉

　「子どもと一緒にいる時間が一番楽しいです」と話す国分行江さん。旦那さん
は、特別支援学校の高校時代の同級生。アパートを借り、２人の子どもと４人で
の生活は５年目を迎える。
　自立する前の１年間は、障害のある方がサポートを受けながら生活するグルー
プホームを家族で利用していたが、「生活費を管理されず、工夫して家計をやり繰
りするなど、お金の大切さは、家族だけで生活するようになり、初めて気づけた
ことだと思います」と生活からの学びを語る。
　「自分が嫌いな食べ物を子どもが食べられた時、自分もがんばろうと思ったん
です。ちょっとしたことから、子どもに教わることも多いです」子どもと一緒に
いて、お互いの成長を感じる瞬間があるそうだ。
　「障害があるからといって、子どもを育てられない、生活できないと思われたく
ないです。自分でも、できないことばかりを考えず、自分でできることはやって
いきたい」と話しながら、長男の翔太君を抱える手からは、優しさと力強さを感じた。

できることは自分たちの力で
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２第７００号　福祉タイムズ　２０１０．３．１５

一
歩
踏
み
出
し
た
利
用
者

の
主
体
性

太
田　

社
会
福
祉
法
制
定
か
ら
十
年
が

経
過
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

福
島　

措
置
の
時
代
は
、
行
政
側
か
ら

支
援
内
容
は
提
示
さ
れ
、
型
に
は
め
た

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
は
受
け
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
契
約
が
前
提
と
な
る

利用者本位の仕組みの現状とこれからの課題
－社会福祉法制定から10年を迎え－

生
し
ま
し
た
。
綾
瀬
市
社
協
で
も
介
護

保
険
事
業
所
を
開
設
し
、
私
自
身
も
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
六
年
ほ
ど
関
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
十
年
で
、
サ
ー
ビ
ス

を
「
選
択
」
し
て
「
利
用
す
る
」
と
い

う
利
用
者
の
「
視
点
」
は
進
ん
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

制
度
や
障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
誕
生

を
き
っ
か
け
に
、
制
度
の
隙
間
に
あ
る

人
た
ち
を
地
域
で
ど
う
支
え
て
い
く
の

か
、
住
民
自
身
が
一
番
わ
か
り
や
す
い

切
口
で
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
と
実
感

し
ま
す
。
例
え
ば
、
窓
が
開
け
ら
れ
な

い
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
な
い
な
ど
、
細

か
な
ニ
ー
ズ
を
住
民
の
方
々
が
ど
こ
ま

で
助
け
合
っ
て
支
援
し
て
い
け
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

鈴
木　

障
害
分
野
も
激
動
の
十
年
で
し

た
。
利
用
者
主
体
と
い
う
考
え
方
が
明

確
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
中

身
は
本
当
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

検
証
が
必
要
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

入
所
施
設
か
ら
地
域
で
の「
自
立
生
活
」

へ
の
変
化
は
、
保
護
さ
れ
て
き
た
立
場

か
ら
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
自
己
決
定

・
自
己
選
択
し
て
い
こ
う
と
、
利
用
者

自
身
が
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
障
害
者
運
動
に
三
十
年
程

と
、
利
用
者
が
意
見
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
と
職
員
の

対
等
な
関
係
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
対
等
」
と
い
う
の
は
、
職
員

が
ケ
ア
を
し
て
あ
げ
る
と
い
う
上
下
関

係
か
ら
、
利
用
者
へ
の
尊
敬
の
念
を
持

ち
、
人
生
の
先
輩
か
ら
多
く
の
学
び
を

得
る
と
い
う
視
点
を
持
ち
関
わ
る
こ
と

で
す
。

　

さ
ら
に
、
利
用
す
る
側
が
、
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
苦
情
を
言
い
や
す
い
環
境

が
で
き
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
、
第

三
者
委
員
な
ど
施
設
で
解
決
す
る
仕
組

み
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
者
評

価
受
審
に
よ
り
客
観
性
を
保
て
る
仕
組

み
は
利
用
者
に
有
効
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
認
知
症
が
進
む
に
つ
れ

て
、
自
分
自
身
の
声
を
出
せ
な
い
方
の

代
弁
者
と
な
れ
る
よ
う
ケ
ア
の
質
の
向

上
も
求
め
ら
れ
、
職
員
の
人
材
育
成
が

課
題
と
感
じ
て
い
ま
す
。

石
橋　

同
時
期
に
介
護
保
険
制
度
も
誕

　福祉サービスが戦後５０年続いた措置から契約へと、利用制度の転換がされ、社会福祉の基礎構造の改革となった
社会福祉法制定から今年で１０年を迎えます。それと併せ自己決定を支援する日常生活自立支援事業、サービスへの
苦情解決事業、サービスの選択と質の向上へ第三者評価事業の創設等、利用者の権利擁護の仕組みが作られ、サー
ビス提供者との権利関係の明確化が図られてきました。
　今号は、本紙創刊７００号を記念し、社会福祉法制定後１０年を振り返りながら、利用者の状況の変化と今後の課題に
ついて考えようと、当事者、サービス事業所、社協、それぞれの立場の方をお招きし、座談会を開催しました。
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出席者
�（特非）神奈川県障害者自立生活支援センター
 　　　　　　　　　　　　　　　　 事務局長　鈴木治郎さん
�（福）麗寿会　特別養護老人ホームふれあいの泉
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 施設長　福島廣子さん
�（福）綾瀬市社会福祉協議会

総務地域福祉班班長　石橋正道さん
コーディネーター
�神奈川県立保健福祉大学　社会福祉学科教授 　 太田貞司さん

福島廣子さん

特集特集特集特集



３
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関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、「
当
事
者

性
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
も
、
利
用
者
主
体
が
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ

ま
す
。

太
田　

利
用
者
が
自
分
で
生
活
を
作
る

基
盤
づ
く
り
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
、
利
用
者
の
主
体
性
を
進

め
て
い
く
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
は

ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

鈴
木　

こ
の
十
年
で
、
サ
ー
ビ
ス
量
の

地
域
格
差
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
県
内
で
も
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
）
で
障
害
程
度
区
分
六
の

場
合
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
間
が
月
に
百

時
間
か
ら
千
時
間
と
、
十
倍
以
上
の
格

差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
生
ま

れ
た
場
所
で
生
活
し
た
い
気
持
ち
が
あ

っ
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
が
整
備
さ
れ
て
い

る
市
町
村
に
住
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
限

ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
地
域
で

の
生
活
は
、
様
々
な
側
面
か
ら
我
慢
す

る
状
況
を
生
ん
で
し
ま
う
。
地
域
が

「
施
設
化
」
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
島　

事
業
者
の
立
場
か
ら
経
営
の
課

題
を
言
う
と
、
利
用
者
が
主
体
と
な
っ

て
選
択
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の

充
実
化
は
、
経
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大

事
と
な
り
ま
す
。
経
営
ば
か
り
に
専
念

す
る
と
利
用
者
主
体
が
置
い
て
い
か

れ
、
そ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の

生
き
る
こ
と
へ
の
支
援
は
、
こ
れ
で
良

い
と
い
う
決
ま
っ
た
も
の
は
な
く
、
常

に
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

石
橋　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者
、

障
害
者
等
が
契
約
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
自

己
決
定
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
が
、
浪
費
抑
制
の
た
め
の
支
援
や

お
金
を
銀
行
か
ら
引
き
出
し
定
期
的
に

届
け
る
だ
け
の
い
わ
ゆ
る「
御
用
聞
き
」

に
な
っ
て
い
る
現
状
は
否
め
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
業
所
が
利
用
者
の
お
金
の
管

理
が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
便
利

屋
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
利
用

者
の
「
金
銭
管
理
」
だ
け
で
な
く
「
自

立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
」
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
本
人
の
立
場

で
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
事
業
は
契
約
能
力
が

あ
る
こ
と
が
前
提
の
た
め
、
能
力
が
著

し
く
低
下
し
た
場
合
に
、
成
年
後
見
制

度
へ
移
行
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

制
度
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
が
う
ま
く
機
能

し
て
い
ま
せ
ん
。
親
族
申
し
立
て
が
困

難
な
場
合
や
、
報
酬
を
支
払
う
能
力
の

な
い
低
所
得
者
へ
の
支
援
等
、
今
後
の

課
題
も
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
当
事
者
の 

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

太
田　

サ
ー
ビ
ス
の
量
・
質
の
課
題
、

地
域
で
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
の
課
題

は
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
利

用
者
主
体
へ
の
転
換
は
当
事
者
側
に
ど

う
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

内
閣
府
「
障
が
い
者
制
度
改
革

推
進
会
議
」
の
委
員
も
半
数
が
当
事
者

団
体
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

行
政
等
の
会
議
に
多
く
の
当
事
者
が

「
参
画
」
す
る
よ
う
に
な
り
、
声
を
直

接
伝
え
る
機
会
を
得
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
制
度
の
変
化
の
早
さ
に
当

事
者
が
対
応
で
き
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
苦
情

が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ

り
ま
す
。
理
由
と
し
て
、
一
つ
に
、
利

用
者
自
身
が
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
を
知

ら
な
い
、
あ
る
い
は
障
害
を
お
っ
た

時
、
自
分
の
障
害
理
解
も
十
分
に
で
き

ず
、
今
後
の
生
活
が
組
み
立
て
ら
れ
な

い
う
ち
に
地
域
で
生
活
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
二

つ
に
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
る
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
自
己
主

張
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
当
事
者
と
事
業
所
の
間
に
大

き
な
意
識
の
差
が
あ
っ
た
り
、
当
事
者

自
身
が
自
分
の
生
き
方
、
目
的
が
見
え

て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
当
事
者

自
身
も
自
立
生
活
を
送
る
た
め
に
力
を

つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自
分
の

こ
と
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
力
、
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石橋正道さん
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２０００年
（平成１２年）

２００１年
（平成１３年）

２００２年
（平成１４年）

２００３年
（平成１５年）

２００４年
（平成１６年）

○「
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
社
会
福

祉
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
社
会
福
祉
法
）・「
児
童
虐
待
防
止

法
」
施
行
・「
介
護
保
険
制
度
」・「
成
年

後
見
制
度
」開
始
▽「
社
会
的
な
援
護
を

要
す
る
人
々
に
対
す
る
社
会
福
祉
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
発
表

★
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
設

置
○「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
施
行

★
本
会
設
立　

周
年
▽「
新
神
奈
川
県
社

５０

会
福
祉
協
議
会
活
動
推
進
計
画　

ひ
ら

く　

地
域
福
祉
の
新
時
代
」
ス
タ
ー
ト

▽
改
定
地
域
福
祉
プ
ラ
ン　

か
な
が
わ

２１

指
針

○「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
法
」
施
行

★
本
会
組
織
再
編
▽「
第
三
者
評
価
事
業

仕
組
み
検
討
委
員
会
」、
第
三
者
評
価

の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
指
針
発
表

○「
障
害
者
支
援
費
制
度
」
開
始
▽「
障
害

者
基
本
計
画
」
発
表
▽
厚
労
省
高
齢
者

介
護
研
究
会
「
２
０
１
５
年
の
高
齢
者

介
護
」報
告
書
発
表
▽「
次
世
代
育
成
促

進
法
」
施
行

★「
第
三
者
評
価
に
関
す
る
集
会
」
開
催

○
厚
労
省「
精
神
保
健
福
祉
対
策
本
部
」が

「
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定
▽「
発
達
障
害

者
支
援
法
」成
立
▽「
社
会
福
祉
法
人
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
発
表

◇
県
、「
か
な
が
わ
障
害
者
計
画
」
発
表
▽

「
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
推
進
機
構
」
発
足

★
痴
呆
性
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
外
部
評
価
機

関
に
選
定
▽「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
機
関
か
な
が
わ
」
が
第
三
者
評
価

機
関
に
認
証

石
橋　

介
護
や
障
害
に
関
し
て
相
談
で

き
る
場
所
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

こ
数
年
、
当
事
者
同
士
が
協
力
す
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
当
事
者
の
会
の
メ
ン
バ
ー
の
年

齢
が
上
が
り
、
新
し
い
人
の
加
入
が
な

い
こ
と
も
課
題
で
す
が
、
あ
え
て
活
動

し
な
く
て
も
良
い
環
境
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

活
動
が
衰
退
し
て
い
る
の
は
事

実
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
時
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
困
ら
な
い
程
度
に
一
人

の
生
活
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
て
し

ま
い
、
声
を
上
げ
る
必
要
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
こ
と
も
、「
当

事
者
の
会
」
が
組
織
し
に
く
く
な
っ
て

い
る
要
因
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

太
田　

家
族
会
と
施
設
の
結
び
つ
き
は

ど
う
な
っ
て
き
ま
し
た
か
。

福
島　

サ
ー
ビ
ス
が
十
分
で
な
く
、
介

護
し
て
い
る
家
族
同
士
が
相
談
し
合

い
、
支
え
合
う
時
代
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

や
相
談
窓
口
が
広
が
っ
て
き
た
こ
と

で
、
活
動
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
施
設
で
は
、
認
知
症
ケ
ア
の

場
面
で
「
看
取
っ
た
家
族
の
会
」
の
人

る
役
割
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
役

割
が
あ
る
こ
と
は
、
参
画
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
地
域
の
人
と
顔
の
見
え
る
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

国
連
の
権
利
条
約
で
は
「
み
ん
な
ち

が
っ
て
み
ん
な
一
緒
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
人
口
を
百
人
単
位

で
考
え
る
と
、
六
人
の
障
害
者
が
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
六
人
を
ど

の
よ
う
に
地
域
で
支
え
て
い
く
の
か
、

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

福
島　

施
設
は
地
域
と
共
に
歩
む
関
係

を
基
礎
に
、
暮
ら
す
人
同
士
の
顔
の
見

え
る
関
係
性
を
作
っ
て
い
く
役
割
を
、

ど
う
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
民
家
を
借
り
て
、
週
に
一

度
、
利
用
者
が
日
中
を
過
ご
し
な
が

ら
、
そ
こ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委

員
、
地
域
に
暮
ら
す
認
知
症
の
方
と
の

交
流
の
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。
施
設

で
は
な
い
空
間
で
の
ひ
と
と
き
は
、
利

用
者
が
積
極
的
に
思
い
出
話
を
さ
れ
る

な
ど
と
変
化
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
入
口
ス
ペ
ー
ス
を
無

償
提
供
し
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
の
喫

茶
店
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

利
用
者
や
喫
茶
を
利
用
す
る
地
域
の

た
ち
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
受
け

入
れ
て
、
利
用
者
の
日
中
の
生
活
を
支

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
関
わ
り
方
の

レ
ベ
ル
は
高
く
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
の
情

緒
の
安
定
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
家
族
会
が
活
動
を
す
る

際
は
、
職
員
が
そ
の
場
所
へ
出
向
き
、

介
護
相
談
を
受
け
な
が
ら
関
係
を
作
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

役
割
を
作
り
出
す
こ
と
、 

顔
が
見
え
、
支
え
合
う
関
係

を
ど
う
作
る
か

太
田　

利
用
す
る
側
の
課
題
や
役
割
の

変
化
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

当
事
者
や
施
設
は
、
何
を
し
て
い
け
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

当
事
者
も
地
域
で
具
体
的
な
役

割
を
得
ら
れ
、
活
動
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
災

害
時
の
訓
練
に
、
当
事
者
が
参
加
で
き

鈴木治郎さん

二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
一
〇
年　

福
祉
の
主
な
動
き

（
○
国
の
動
き
、◇
県
の
動
き
、★
本
会
の
動
き
）
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２００５年
（平成１７年）

２００６年
（平成１８年）

２００７年
（平成１９年）

２００８年
（平成２０年）

２００９年
（平成２１年）

２０１０年
（平成２２年）

○
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
策
定

◇
県
、「
神
奈
川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」

発
表

○
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
▽
改
正
介
護

保
険
制
度
施
行
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
創
設
▽

医
療
制
度
改
革
関
連
法
成
立
▽
高
齢
者

虐
待
防
止
法
施
行
▽
自
殺
対
策
基
本
法

成
立

◇
県
、「
か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
策
定

★「
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
推

進
計
画
」
ス
タ
ー
ト
▽
と
も
し
び
運
動

　

周
年

３０
○「
子
ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
」重

点
戦
略
ま
と
ま
る

◇
県
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
条

例
」
施
行
▽「
障
害
福
祉
計
画
」
策
定

★「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
意
向
調
査
キ

ッ
ト
」
提
供
開
始

○「
安
心
と
希
望
の
介
護
ビ
ジ
ョ
ン
」発
表

▽「
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
発
表
▽
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に「
認
知
症
連

携
担
当
者
」
の
創
設
決
定

★「
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
」

十
周
年

○「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
成
立
▽
生

活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
が
総
合
支
援
資

金
や
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の
創
設
な

ど
大
幅
に
改
正
▽「
青
少
年
総
合
対
策

推
進
法
案
」
を
閣
議
決
定
▽
厚
労
省
、

法
務
省
、
刑
務
所
出
所
者
等
の
地
域
生

活
定
着
支
援
に
係
る
新
規
事
業
創
設

○
厚
労
省
、「
子
ど
も
、
子
育
て
ビ
ジ
ョ

ン
」
策
定
▽
内
閣
府
、「
い
の
ち
を
守
る

自
殺
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
」
策
定

方
、
学
校
帰
り
の
小
学
生
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

太
田　

社
会
福
祉
法
第
四
条
に
、
利
用

者
は
「
地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
」

と
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
へ
の
役
割

を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す

ね
。
今
後
十
年
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
か
。

福
島　

十
年
後
を
見
据
え
て
、
施
設
側

か
ら
「
意
図
的
」
に
地
域
に
溶
け
込
む

努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
高

齢
化
率
四
二
％
の
小
地
域
も
あ
り
、
自

ら
が
相
談
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

た
ち
も
多
く
い
ま
す
。
こ
ち
か
ら
か
ら

出
向
き
、
地
域
の
お
茶
会
の
中
で
講
座

や
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
施
設

が
地
域
か
ら
孤
立
せ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
行
政
、
社
協
等
に
支
え
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
お
互
い
が
関
係
性
を
持
ち

な
が
ら
、
相
互
に
支
援
し
合
う
「
地
域

力
」
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

石
橋　
「
自
分
ら
し
さ
」
と
「
個
別
性
」

を
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
重

度
の
認
知
症
の
方
や
、
そ
の
家
族
を
ど

う
支
え
る
の
か
。
介
護
者
も
高
齢
で
、

支
え
て
い
く
の
に
は
限
界
が
近
く
な
っ

て
い
る
時
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
や
、

人
材
育
成
が
ど
の
く
ら
い
で
き
る
か
。

　

ま
た
、
市
民
後
見
人
の
取
り
組
み
が

県
内
で
始
ま
り
、
地
域
に
暮
ら
す
人
が

権
利
擁
護
事
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
な
じ
み
の
薄

い
分
野
で
し
た
が
、
も
っ
と
社
会
に
理

解
が
広
が
れ
ば
、
お
互
い
が
支
え
合
う

関
係
づ
く
り
も
進
ん
で
い
く
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
住
民
の
力
を
引
き
出
す
た
め

に
、
社
協
が
も
っ
と
力
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
す
。

鈴
木　

利
用
者
本
位
と
な
り
、
権
利
と

し
て
福
祉
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
を
基
盤
に
生

活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
制
度
が
縦
割

り
で
、
ど
う
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
が
ぶ
つ

切
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
で
の
生
活
が
自
立
生
活
に
な
る
と

い
う
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
社
会
か
ら
理

解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
連
の
障
害
者
権
利
条
約
で
、
手
話
は

言
語
で
あ
る
と
い
う
文
化
が
出
て
き
ま

し
た
。
地
域
社
会
の
中
で
多
様
性
を
認

め
る
文
化
を
作
り
、
役
割
を
作
り
出
す

こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
太
田　

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
え
る

視
点
に
立
つ
必
要
を
改
め
て
感
じ
ま

す
。
地
域
社
会
で
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
い
か
に
進
め
て
い
く
の
か
。
当

事
者
が
役
割
を
持
て
る
、
果
た
せ
る
よ

う
な
支
援
が
必
要
で
、
社
会
に
参
画
す

る
機
会
を
作
っ
て
い
く
。
一
人
ひ
と
り

が
何
か
目
標
を
も
て
る
よ
う
な
支
援
が

広
が
っ
て
い
く
た
め
に
、
社
協
、
事
業

所
、
当
事
者
、
行
政
が
協
働
し
、
仕
組

み
と
財
源
を
社
会
の
合
意
を
重
ね
な
が

ら
つ
く
る
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
し

た
。
行
政
側
に
そ
の
仕
組
み
と
財
源
を

ど
の
よ
う
に
作
る
の
か
期
待
も
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
地
域
社
会
で
役
割
を
担
う
、
作
っ

て
い
く
社
会
」
を
各
々
が
共
通
な
視
点

を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
十
年
、
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
け
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

太田貞司さん
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最終回

施
設
な
ど
で
の
体
験
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

「
施
設
は
普
通
の
生
活
の
場
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め

た
」
そ
う
で
す
。

○
こ
れ
か
ら
福
祉
分
野
で
働
く
人
た
ち
へ

　

体
験
者
に
は
、
色
々
な
施
設
を
見
学

し
、
体
験
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

た
そ
う
で
す
が
、
あ
わ
せ
て
「
職
員
は

人
の
痛
み
の
わ
か
る
人
で
あ
っ
て
欲
し

い
」と
宇
都
宮
さ
ん
は
願
っ
て
い
ま
す
。

　

続
け
て
、「
将
来
、
福
祉
・
介
護
の
仕

事
に
つ
い
た
と
し
た
ら
、
永
く
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
。
福
祉
の
仕
事
は
利
用

者
と
仲
良
く
な
れ
、
人
間
関
係
が
築
け

る
仕
事
な
ん
で
す
か
ら
」
と
語
り
ま
し

た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験
事
業
」

に
つ
い
て
、
受
入
人
数
を
増
や
し
、
経

営
者
部
会
や
施
設
部
会
と
協
働
し
な
が

ら
、
来
年
度
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

　
（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

す
利
用
者
は
十
八
名
と
の
こ
と
で
、
障

害
者
施
設
に
初
め
て
来
た
体
験
者
の
中

に
は
、
入
所
者
が
自
由
に
各
階
を
行
き

来
し
外
出
す
る
日
常
生
活
の
様
子
に
驚

き
、「
車
い
す
の
人
が
玄
関
か
ら
出
て

行
き
ま
し
た
よ
」
と
心
配
し
て
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

○
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て

　

施
設
で
働
い
た
経
験
が
な
く
、
見
学

も
し
た
こ
と
も
な
い
人
の
場
合
に
は
、

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
始
め
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

そ
れ
は
、
利
用
者
と
関
わ
り
が
作
り

や
す
い
機
会
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
面
が
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
、
体

験
者
へ
の
配
慮
か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
体
験
者
の
緊
張

感
が
ほ
ぐ
れ
た
の
を
感
じ
た
後
、
入
所

人
の
痛
み
と
向
き
合
う
仕
事
―
普

通
で
当
た
り
前
の
生
活
を
と
も
に

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
・

介
護
分
野
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

が
、
仕
事
と
し
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
、
円
滑
に
就
労
へ
結
び
つ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
今
年
度
、
三

日
間
の
「
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験
事

業
」（
以
下
、
職
場
体
験
）
を
新
規
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
二
月
末

現
在
ま
で
、
三
十
名
の
申
込
を
受
け
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
体
験
受
入
施
設
の
一
つ
、
横

須
賀
市
の
障
害
者
支
援
施
設
「
シ
ャ
ロ

ー
ム
浦
上
台
」（
以
下
、「
施
設
」）
施
設

長
の
宇
都
宮
明
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

○
普
通
で
当
た
り
前
の
生
活

　
「
障
害
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
施

設
の
玄
関
や
門
に
鍵
を
付
け
る
な
ん
て

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
方
の
思
い
に

沿
っ
た
最
も
良
い
形
で
の
支
援
を
心
掛

け
て
欲
し
い
、
と
体
験
者
に
は
伝
え
ま

し
た
」
と
宇
都
宮
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

施
設
の
入
所
者
平
均
年
齢
は
五
十
五

歳
。
全
入
所
者
五
十
一
名
の
う
ち
車
い

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎 �代表取締役社長�

福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験
参
加
者
の
状
況

参
加
者
の
年
齢
：
平
均
四
十
・
八
歳

福
祉
の
仕
事
の
経
験
な
し
：
約
九
三
％

福
祉
関
係
の
資
格
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

二
級
）
約
三
三
％

参
加
動
機
：「
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た

い
た
め
」
約
六
〇
％

、
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◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せく
ださい。

インフォメーションインフォメーション
■南足柄市商工観光課

　電話　０４６５－７３－８０３１

■あしがら花紀行ホームページ

　http://ashigarahanakikou.com/

　あちこちで早咲きの花達が春の訪れを感じさせて
くれる今日この頃。今回は、３月中旬から下旬にかけ
て見頃を迎える「春めき桜（足柄桜）」のお勧めスポ
ットをご紹介！さあ、大雄山線に乗って、桜を愛でに
でかけてみませんか。

大雄山線で行く

 春  木  径 ・幸せ道桜まつり
はる き みち

（南足柄市）

ていない土や砂利の道になっているため、車い

すで散策するにはきれいに舗装されている対岸

側の幸せ道がお勧めです。こちら側には７０本の

春めき桜が植栽されているので、両岸合わせて

１７１本の桜を楽しめます。

桜まつりの開催

　春木径・幸せ道桜まつりは、３月１３日（土）

～２２日（月・祝）まで開催されています。２１日

（日）には、富士フイルムの辻下グランドでま

つりイベントが開催されます。模擬店などもい

くつか出店されるので、この日に桜を見に行く

ならぜひ立ち寄ってみたいもの。辻下グランド

へは、土手から下りることができる場所が２カ

所ありますが、階段と急坂のため、車いすの方

は県道に面した入口から入ることになります。

　会場内のグランドには無料駐車場が設けられ

るほか、仮設トイレは設置されるものの車いす

対応トイレはないため、電車でアクセス途中の

小田原駅でトイレをすませるか、または狩川近

くにあるスーパー（小田原百貨店）を利用する

ことができます。

狩川両岸に咲く春めき桜

　「春めき桜」は、足柄地方で品種改良された早

咲きの桜で、足柄桜として知られています。こ

の桜スポットへは、大雄山線の和田河原駅から

徒歩１０分程で行くことができます。隣駅の富士

フイルム駅からだと５分程で行けますが、この

駅はホームに上がるのに数段の階段があるため、

車いす利用の方はスロープが設置されている和

田河原駅を散策起点にするのがお勧めです。

　和田河原駅前付近は歩道がないため、行き交

う車に注意が必要です。ひたすら直進して信号

を３つ越えると、狩川に架かる神崎橋が見えて

きます。この橋から上流側に架かる大泉河原橋

までの両岸、距離にして約７００メートルの土手

沿いに春めき桜が咲き誇ります。

　両岸はそれぞれ「 春  木  径 」、「 幸 せ 道 」と名付
はる き みち しあわ みち

けられており、桜や菜の花が咲き乱れる土手沿

いの散策を楽しむことができます。両岸のう

ち、上流から下流に向かって右手側の春木径の

方は、富士フイルムの創設者である春木さんを

偲んで名付けられ、享年の数と同じ１０１本の春

めき桜が植栽されています。春木径は舗装され

　通称KILC（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者
の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚
木・平塚２ヶ所を拠点に活動中。
〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲９５３－２
TEL．０４６－２４７－７５０３　FAX．０４６－２４７－７５０８
URL）http://www.kilc.org　E-mail　）info@kilc.org 

今月は　�　NPO法人神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします！

菜の花と春めき桜のコントラストが綺麗
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る
子
ど
も
が
同
列
に
置
か
れ
る
の
は
、

不
公
平
、
差
別
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
大
人
と
同
じ
人
権
を
保

障
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ

れ
に
加
え
て
『
守
ら
れ
る
権
利
』
が
あ

り
ま
す
。
守
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

子
ど
も
の
成
長
過
程
に
お
い
て
、
安

心
、
安
全
、
安
定
の
中
で
、
適
切
な
外

か
ら
の
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
の

ペ
ー
ス
で
成
長
す
る
権
利
を
行
使
で
き

る
こ
と
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
を
「
育
む
」
と
は

　

子
ど
も
は
、
一
人
ひ
と
り
が
何
ら
か

の
『
才
能
』
を
持
っ
て
い
る
存
在
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
人
の
才
能
は
、
た
だ
見
守
っ
て
い

る
だ
け
で
は
発
現
し
ま
せ
ん
。

　

安
心
、
安
全
、
安
定
の
中
で
、
成
長
過

程
を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要
な
時
に
必

要
な
質
と
量
の
支
援
を
提
供
し
て
い
か

な
け
れ
ば
発
達
課
題
を
達
成
で
き
ず
、

結
果
リ
ス
ク
を
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

広
く
知
ら
れ
、
そ
れ
を
予
防
す
る
た
め

に
大
人
が
「
適
切
に
」
提
供
す
る
こ
と

を「
育
む
」と
言
い
ま
す
。
支
援
は
早
す

ぎ
て
も
、
遅
す
ぎ
て
も
、
多
す
ぎ
て
も
、

少
な
す
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
自
身
が
調
整
す
る
力
を
生
ま
れ
な
が

ら
持
っ
て
い
る
た
め
、『
お
お
む
ね
』
で

大
丈
夫
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
は
「
晩
期
大
成
」

　

子
育
て
関
係
の
講
演
を
依
頼
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
時
に
「
子
ど
も
は
、
全
て
、

晩
期
大
成
」と
話
し
ま
す
。「
這
え
ば
立

て
、
立
て
ば
歩
め
、
の
親
心
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
親
は
子
ど
も
の

成
長
を
急
が
せ
過
ぎ
て
い
な
い
か
と
思

う
か
ら
で
す
。

　

人
の
一
生
の
中
で
、
子
育
て
を
し
て

い
る
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
一
人
を
単
位
に
考
え
る

と
、
全
責
任
を
持
っ
て
「
育
め
る
」
期

間
は
、
ど
う
長
く
見
積
も
っ
て
も
十
五

年
程
度
で
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
、
大

人
び
て
、
表
現
は
悪
い
で
す
が
「
か
わ

い
く
な
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
成
長
し
た
我

が
子
と
、
そ
こ
ま
で
育
て
上
げ
た
充
実

感
で
、
新
た
な
「
か
わ
い
さ
」
を
感
じ

る
も
の
で
す
が
。
無
条
件
で
心
の
底
か

ら
「
か
わ
い
い
」
と
言
え
る
期
間
は
、

十
年
に
も
満
た
な
い
期
間
し
か
な
い
で

す
。
早
く
成
長
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
そ

れ
だ
け
楽
し
め
る
期
間
が
短
く
な
っ
て

連連載載
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て

　
　

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て　
【
最
終
回
】

【
最
終
回
】

子
ど
も
が
育
つ
「
環
境
」
と
は

　
「
環
境
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
自

然
環
境
、
地
域
環
境
、
学
校
環
境
、
家

庭
環
境
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、「
ひ
と
」
に
と
っ

て
、
最
も
大
切
な
「
環
境
」
の
捉
え
方

は
、「
心
理
・
行
動
的
環
境
」
で
す
。「
生

活
空
間
」
と
も
言
わ
れ
る
「
ひ
と
」
が
、

自
ら
の
周
囲
の
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に

『
認
知
』
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
変
わ

る
「
環
境
」
を
言
い
ま
す
。
場
所
や
文

化
も
指
し
ま
す
が
、
そ
の
人
を
と
り
ま

く
他
の
人
々
と
の
関
係
も
含
ま
れ
ま

す
。　

認
知
と
は
、「
知
覚
」「
認
識
」「
理

解
」「
判
断
」「
推
論
」
と
言
っ
た
知
的

過
程
を
総
称
す
る
用
語
で
、
日
常
生
活

の
中
に
あ
る
全
て
の
事
象
が
含
ま
れ
ま

す
。
子
ど
も
が
育
つ
環
境
と
は
、
子
ど

も
自
身
が
安
心
し
て
、
安
全
で
安
定
し

て
い
る
と
う
い
う
よ
う
に
、『
認
知
』
で

き
る
環
境
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

子
ど
も
の
「
人
権
」
と
は

　

子
ど
も
の
人
権
は
大
人
と
同
じ
と
い

う
意
見
が
多
い
で
す
が
、
本
当
に
そ
う

で
し
ょ
う
か
。
成
熟
し
、
自
ら
の
責
任

を
自
ら
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
大
人
と
、
未
熟
で
発
達
途
上
に
あ

　

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に
必
要
な
環
境
を
、
地
域

で
展
開
さ
れ
て
い
る
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
か
ら
考
え

て
き
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
今
回
は
、
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
の
小
林
正
稔
さ
ん

に
、
本
連
載
を
通
し
て
、
子
ど
も
が
心
豊
か
に
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
育

ち
の
環
境
と
、
必
要
な
視
点
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
が
社
会
で
心
豊
か
に
育
ま
れ
る
た
め
に

神奈川県立保健福祉大学
社会福祉学科教授
小林正稔さん
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し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
は
じ
っ
く
り
ゆ

っ
く
り
、
き
っ
と
将
来
は
「
大
き
く
成

っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
感
じ
で
見
守
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、「
子
育
て
は
大
変
」

で
は
な
く
「
楽
し
め
る
」
も
の
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
余
裕
も
生

ま
れ
ま
す
し
、
慌
て
て
子
離
れ
し
な
く

て
も
、
子
ど
も
の
親
離
れ
を
邪
魔
し
な

け
れ
ば
良
い
の
で
す
。「
育
て
上
げ
て

親
の
役
目
は
終
わ
っ
た
」と
思
う
の
は
、

真
剣
に
子
育
て
を
し
て
こ
な
か
っ
た
人

の
言
い
訳
に
し
か
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
役

割
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
喪

失
感
は
、
心
理
学
的
に
は
大
き
な
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
で
、「
う
つ
」
な
ど
の
原
因
に

な
る
こ
と
も
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
は
次
世
代
に
継
続
す
る

「
生
産
性
」
あ
る
行
為

　

福
祉
は
、
お
金
を
使
う
だ
け
で
生
産

性
が
無
い
と
い
う
こ
と
も
良
く
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
本
当
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、「
児
童
福
祉
と
教
育
は
、
こ
の

世
界
で
最
も
生
産
性
の
高
い
仕
事
」
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
成
長
し
、
大
人
に
な
る
こ

と
は
、
社
会
に
出
て
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

に
就
き
、
子
を
産
み
、
育
て
て
行
く
こ

と
に
直
接
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
社
会

を
発
展
さ
せ
、
よ
り
向
上
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
こ
と
が
必
須
条
件
で
す
。
そ
う
考

え
れ
ば
、
児
童
福
祉
も
教
育
も
、
現
在

大
人
の
人
々
に
と
っ
て
、
豊
か
な
老
後

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
要

件
に
も
な
り
ま
す
。
ま
し
て
、
少
子
化

の
時
代
、
一
人
の
子
ど
も
の
成
長
も
疎

か
に
で
き
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
育
む
と
い
う
こ
と
は
、
次

の
時
代
に
確
か
な
も
の
を
継
続
す
る
行

為
で
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
こ
の
社

会
で
最
も
大
切
な
「
生
産
性
」
の
高
い

「
作
業
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」
と
思
わ

れ
る
社
会
を
作
る
た
め
に

　

今
年
度
の
連
載
で
、
取
り
上
げ
ら
れ

た
団
体
等
の
活
動
を
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
視
点
で
見
て
み
る
と
、
共
通
項
は

全
て
の
住
民
活
動
や
団
体
等
が
、
大
人

と
し
て
の
「
責
任
」
を
果
た
そ
う
と
し

て
い
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
活
動
は
そ

れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
対
象
年
齢
も
事
象
も

異
な
り
ま
す
。
恐
ら
く
、
み
な
さ
ん
が

止
む
に
止
ま
れ
な
い
気
持
ち
か
ら
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
、
能
動
的
に
活

動
を
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、「
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
味
方
が
い
る
の
だ
」

と
い
う
こ
と
を
認
知
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
聴
き
、
少
し
で
も
支
援
が
で

き
な
い
か
真
剣
に
考
え
、
行
動
し
て
い

る
人
た
ち
の
存
在
が
今
必
要
で
す
。
ま

ず
こ
の
連
載
を
通
じ
て
、「
子
育
て
は

こ
う
あ
る
べ
き
だ
」「
家
庭
の
養
育
能
力

向
上
が
必
要
だ
」「
子
ど
も
は
褒
め
て
育

て
る
べ
き
だ
」「
子
ど
も
を
も
っ
と
叱
ら

な
け
れ
ば
だ
め
だ
」
等
、
声
だ
か
に
叫

ん
で
い
る
だ
け
の
大
人
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
歩
み
続
け
て
い
る

人
が
、
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、『
感
じ

て
』
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
「
学
ぶ
」は「
ま
ね
る
」が
語
源
と
な
っ

た
言
葉
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
大

人
が
率
先
し
て
、
能
動
的
に
模
範
を
示

さ
な
く
て
は
、「
教
育
」
そ
の
も
の
が
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
い
く
ら
、
子
ど
も
や
乳

幼
児
を
抱
え
た
親
の
「
居
場
所
」
を
作
っ

て
も
、
そ
こ
に
見
守
り
、
安
心
、
安
全
、

安
定
を
守
ろ
う
と
す
る
大
人
が
い
な
く

て
は
、
不
安
を
増
幅
さ
せ
る
空
間
に
し

か
な
ら
な
い
の
は
自
明
の
理
で
す
。
連

載
を
通
じ
て
、「
心
豊
か
」
と
い
う
こ
と

は
、
暖
か
い
眼
差
し
と
、
納
得
で
き
な

く
て
も
理
解
し
よ
う
と
す
る
�
社
会
的

感
受
性
�
を
身
に
つ
け
た
「
ひ
と
」
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

次
は
『
半
歩
踏
み
出
す
こ
と
』
だ
と
思

い
ま
す
。「
何
が
出
来
る
か
」と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、「
何
を
し
た
い
か
」
を
考

え
、
行
動
す
る
方
が
一
人
で
も
増
え
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。「
家
族
」
や
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」が
な
ぜ
大
切
か
？　
そ
れ

が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
「
生
活
空
間
」
だ
か
ら
で
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
安
心
、
安
全
で
安

定
し
た
住
み
や
す
い
「
場
」
は
、
大
人
や

高
齢
者
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い「
場
」

と
な
り
ま
す
。「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
い
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
社
会
を
作
る
、
そ
れ
を
大

人
た
ち
の
共
通
目
標
に
で
き
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
ま
で
連
載
さ
れ

た
団
体
等
の
方
々
に
エ
ー
ル
を
贈
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒

に
歩
み
ま
し
ょ
う
！

（
こ
ば
や
し　

ま
さ
と
し
）
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県社協　
　の

　　　ひろば

県社協　
　の

　　　ひろば
一
人
ひ
と
り
の「
働
く
」を
形
に

　

障
害
の
あ
る
方
々
が
「
働
く
」
と
い

っ
た
と
き
、
一
般
企
業
等
に
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
目
標
に
す
る
人
や
、
支
援
を

受
け
な
が
ら
も
自
分
の
働
く
場
を
誇
り

に
感
じ
、
仕
事
を
頑
張
り
た
い
と
思
う

人
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
当
事
者
の

「
願
い
」
を
中
心
に
置
い
た
本
当
の
自

立
支
援
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
理
念

に
、
県
内
六
十
九
施
設
を
会
員
と
し
、

本
会
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
は
活

動
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
に
施
行

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
、
就

労
支
援
を
重
視
し
た
事
業
体
系
が
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
本
法
律
は
廃

止
の
方
向
が
出
さ
れ
、
新
た
な
制
度
づ

く
り
の
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
就
労
支
援
の
考
え
方
は
引
き
続
い

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
の
今
年
度
の
活
動
で
は
、

平
成
二
十
年
施
行
の
「
地
方
自
治
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
に
お

い
て
、
自
治
体
が
随
意
契
約
で
き
る
範

囲
が
物
品
の
購
入
だ
け
で
な
く
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
や
公
園
・
建
物
の
清
掃
、
包

装
・
組
立
、
袋
詰
め
、
発
送
業
務
な
ど

の
役
務
ま
で
に
拡
大
し
た
こ
と
を
受

け
、
県
内
の
各
市
町
村
に
仕
事
の
発
注

促
進
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
持
ち
込
み
、

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
仕
事
を
発
注
し
て
い

た
だ
い
た
時
に
、
一
つ
の
施
設
で
担
い

き
れ
な
い
場
合
に
備
え
、
県
内
施
設
が

連
携
し
た
分
野
毎
の
情
報
交
換
会
を
行

っ
て
い
ま
す
（
今
年
度
は
、
①
お
菓
子

・
食
品
、
②
印
刷
、
③
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

④
清
掃
等
の
四
分
野
）。
お
互
い
の
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
町
村
社
協
や
老
人
ホ
ー
ム

か
ら
清
掃
業
務
の
発
注
、
看
板
の
印
刷

や
贈
答
用
ク
ッ
キ
ー
の
注
文
な
ど
も
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
事
者
一
人
ひ
と
り
の「
働
き
た
い
」

と
い
う
「
願
い
」
を
形
に
し
、
そ
の
人

が
そ
の
人
ら
し
い
働
き
方
で
潤
い
の
あ

る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

本
協
議
会
で
は
、
魅
力
あ
る
仕
事
の
開

発
・
受
注
、
そ
し
て
就
職
先
の
開
拓
等

の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本

協
議
会
の
各
施
設
へ
業
務
を
ご
依
頼
く

だ
さ
い
。

　
（
問
合
先　

－

３
１
１－

１
４
２
４
）

０４５

　
（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）
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◇
そ
の
他
＝
バ
ザ
ー
の
提
供
品
（
日
用
雑

貨
等
）を
募
っ
て
い
ま
す〈
５
月　

日（
月
）

１０

締
切
。
事
務
所
へ
直
接
持
ち
込
み
ま
た
は

元
払
い
で
の
送
付
〉

◇
問
合
先
＝
か
な
が
わ
女
の
ス
ペ
ー
ス　

み
ず
ら

�　

－

　

－

３
７
７
６

０４５

４５１

本
会
の
応
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す

【
賛
助
会
員
】
本
会
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体
等

▽
㈱
あ
ん
ざ
い
▽
愛
知
工
芸
社
▽
㈲
ア
レ

ー
テ
ー
▽
㈱
花
月
堂
▽
㈱
神
奈
川
機
関
紙

印
刷
所
▽
㈱
金
港
堂
▽
共
和
興
業
㈱
▽
銀

鈴
の
詩
▽
ク
マ
リ
フ
ト
㈱
横
浜
営
業
所
▽

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ミ
ヤ
㈱
▽
京
浜
化
工

㈱
▽
京
浜
警
備
保
障
㈱
▽
小
玉
牛
乳
店
▽

㈱
光
洋
▽
㈱
柴
橋
商
会
▽
㈱
シ
マ
ソ
ー
ビ

▽
㈱
ソ
ー
ゴ
ー
イ
ベ
ン
ト
▽
相
鉄
観
光
㈱

▽
第
百
ゼ
ネ
ラ
ル
㈱
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
▽
大
栄
電
子
㈱
▽
東
宝
防
災
㈱
▽
㈱

ト
シ
ダ
▽
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
㈱
▽
㈱
ト
ミ
ヤ

▽
東
京
中
央
食
品
㈱
▽
㈱
日
本
旅
行
横
浜

支
店
▽
ニ
ュ
ー
ト
リ
ー
㈱
▽
㈱
ね
ず
ら
む

▽
㈱
柏
苑
社
▽
富
士
産
業
㈱
▽
㈱
ホ
テ

ル
、
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
▽
㈱
ポ
ー
ト
サ
イ

ド
印
刷
▽
㈱
八
雲
堂
洋
光
台
店
▽
八
木
時

雄
税
理
士
事
務
所
▽
㈱
安
江
設
計
研
究
所

▽
㈱
Ｙ
ｕ
ｋ
ｉ　

Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
▽
㈱
有
隣

堂
▽
横
浜
綜
合
印
刷
▽
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
想

【
部
会
協
力
者
】
各
種
招
待
行
事
や
寄
託

品
等
、
本
会
施
設
部
会
事
業
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体
等

▽
諸
磯
ヨ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
▽
コ

カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽

Ｊ
リ
ー
グ
選
手
協
会
▽
㈱
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
▽
�
ポ
ー
ラ
美
術

振
興
財
団
▽
㈱
カ
レ
ン
ズ
▽
㈱
ユ
ー
ピ
ー

▽
横
浜
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
横
浜
戸

塚
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
神
奈
川
県
民

共
済
生
活
協
同
組
合
▽
ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
▽

㈱
京
急
油
壺
マ
リ
ン
パ
ー
ク
▽
㈱
シ
ャ
ク

リ
ー
▽
㈱
フ
リ
エ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
▽
劇

団
四
季
▽
オ
リ
ッ
ク
ス
㈱
社
会
貢
献
基
金

▽
㈱
シ
ュ
ガ
ー
レ
デ
ィ
▽
神
奈
川
福
祉
事

業
協
会
▽
横
濱
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ズ
野
球
倶

楽
部
▽
横
浜
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
▽
三

菱
商
事
㈱
社
会
貢
献
チ
ー
ム
▽
国
際
フ
ー

ド
製
菓
専
門
学
校
▽
㈱
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
ー

ジ
ャ
パ
ン（

い
ず
れ
も
順
不
動
、
敬
称
略
）

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志
【
交
通
遺
児

援
護
基
金
】▽
横
浜
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
㈱【
子

ど
も
福
祉
基
金
】
▽
学
校
法
人
岩
崎
学
園

【
と
も
し
び
基
金
】
▽
隠
れ
里
車
屋
▽
宿

河
原
浴
場
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱

 　
　
　
　
　
 （
計
、
五
一
四
、
八
七
八
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研

究
会
▽
�
横
浜
市
青
少
年
育
成
協
会
▽
横

浜
市
立
中
和
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

学
年
学

級
委
員
会
▽
横
浜
公
共
職
業
安
定
所
▽
神

奈
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー 　
 （
敬
称
略
）

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
２
月　

日（
水
）　

①
役
員
・

１７

評
議
員
選
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
（
案
）
②
常
勤
役
員
の
給
与
等
に
関
す

る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
案
）

並
び
に
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
（
案
）
③
平
成　

年
度
県
社
協
一

２１

般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
飛
び
立
つ
た
め

に
羽
を
や
す
め
て
Ⅳ
」
開
催

　
「
脱
・
子
ど
も
の
貧
困
〜
子
ど
も
の
自
立

に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝
４
月　

日（
土
）　

時
〜　

時

２４

１３

１６

◇
会
場
＝
小
田
原
市
民
会
館

◇
内
容
＝
基
調
講
演
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
自
立
援
助
ホ
ー
ム
が
め
ざ
す

も
の
」

◇
定
員
＝
先
着
３
０
０
名

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
問
合
先
＝
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
て
ん
ぽ
事

務
局

�　

－

　

－

１
９
５
９　

０４５

４７３

�
み
ず
ら
�チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
自
立
支
援
を
目
指
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

衣
類
、
日
用
品
、
雑
貨
、
企
業
か
ら
の
新

品
商
品
も
あ
り
ま
す
。

◇
日
時
＝
５
月　

日（
日
）　

時
〜　

時　

分

１６

１１

１３

３０

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
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小
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者

や
家
族
と
丁
寧
に
関
わ
る
こ
と
で
、
生

活
上
の
さ
さ
い
な
悩
み
事
な
ど
を
つ
か

み
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
関
係
機
関
へ
と
つ

な
ぐ
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

障
害
理
解
を
深
め
る
人
の
つ
な
が
り

　

地
域
住
民
や
関
係
者
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
た
め
、
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、
地
域
と
の
交
流
の
機
会
を
作
り
、

理
解
を
広
め
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で

す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
身
体
、
知
的
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
や
家
族
、
自
治
会
、

民
生
委
員
が
参
加
し
、
セ
ン
タ
ー
が
地

域
に
根
付
い
て
い
く
た
め
の
工
夫
を
話

し
合
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
は
、

交
流
会
を
三
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
利
用
者
と
近
隣
住
民
の
接
点
づ
く
り

を
意
識
し
、
少
し
で
も
そ
の
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
障
害
の
あ
る

方
、
家
族
を
含
め
支
え
が
必
要
な
方
々

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
関
係
を
、
住
民
と
お

互
い
に
作
る
『
地
域
の
支
援
力
』
を
育

み
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
岡
西
さ
ん
。

　

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
身
近
で
支

え
合
う
住
民
の
関
係
づ
く
り
が
、
一
つ

の
拠
点
か
ら
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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米
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刷
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株
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会
社　
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奈
川
機
関
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刷
所
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３１１

０４５

３１２
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社
会
福
祉
法
人
常
成
福
祉
会
と
か
わ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
秦
野
市
）

　

地
域
で
生
活
す
る
障
害
の
あ
る
方
、

そ
の
家
族
へ
の
継
続
的
・
包
括
的
な
支

援
は
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
近
隣
住
民

と
の
関
わ
り
も
大
切
で
す
。

　

秦
野
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
常
成

福
祉
会
は
、
身
体
障
害
の
あ
る
方
へ
の

支
援
の
中
核
施
設
と
し
て
取
り
組
む
中

で
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
、
身
近
な

地
域
で
、
本
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て

必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、「
と

か
わ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
セ

ン
タ
ー
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
障
害
の

あ
る
方
の
日
中
活
動
を
支
援
す
る
「
と

き
の
家
」
と
、
中
核
施
設
が
運
営
す
る

相
談
支
援
や
在
宅
の
介
護
、
通
院
の
付

き
添
い
な
ど
を
行
う
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能
を
持
た
せ
て
、

地
域
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。困

り
感
を
丁
寧
に
つ
か
む

　

セ
ン
タ
ー
相
談
室
の
岡
西
博
一
さ
ん

人
を
つ
な
ぎ
・
人
が
つ
な
が
る
身
近
な
相
談
場
所

は
、「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
放
課
後

や
長
期
休
み
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

居
場
所
が
市
内
に
少
な
く
、
家
族
も
休

む
機
会
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
現
状
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は

気
軽
に
相
談
が
で
き
、
住
民
と
の
交
流

も
で
き
る
よ
う
、
家
庭
的
な
空
間
づ
く

り
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
よ

う
に
、
敷
地
に
塀
は
な
く
ベ
ン
チ
も
置

か
れ
、
立
ち
寄
り
や
す
さ
が
窺
え
ま
し

た
。

センターの概観。ときの家の利用は、３１名
（本年３月現在）で、約８割が障害のある子ど
も。住民との交流は敷地の広場で行われた
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